
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 品川区学力定着度調査」 の趣旨 
 
(1 )学習指導要領に示さ れた教科の目標や内容の実現状況を 把握し 、 教育課程や

指導方法等に関わる 区の課題を 明確にする こ と で、 その充実・ 改善を 図る と と

も に、 区の教育施策に生かす。  

 

( 2 )各学校は、 教育課程や指導方法に関わる 自校の課題・ 解決策を明確にする と

と も に、 調査結果を 経年で把握する こ と で、 児童・ 生徒一人一人の学力の向上

を 図る 。  

 

( 3 )区民に対し 、 区立学校における 児童・ 生徒の学力等の状況について、 広く 理

解を求める 。  

令和 5 年度「 品川区学力定着度調査」 の結果から  

明ら かになった課題と 学力向上に向けた取組 

１  調 査 日 令和 5 年４ 月１ 3 日（ 木）  
 

２  調査対象 品川区立学校 第２ ～９ 学年の全児童・ 生徒 
 

３  調査内容 
教科に関する 調査 

  → 調査の趣旨に基づき 、 学習指導要領に定める 内容について、 基礎・ 基本およ び 
活用の力を 測る 問題で構成 

 
< 第２ ・ ３ 学年>  国語、 算数 

< 第４ ～５ 学年>  国語、 社会、 算数、 理科 
< 第 ６  学年>  国語、 社会、 算数、 理科、 英語 

< 第７ ～９ 学年>  国語、 社会、 数学、 理科、 英語 

品川区立大原小学校 



（１）結果の概要と問題内容別正答率

２年 聞き取り 漢字を読む 漢字を書く
言葉の学

習
物語文読

解
説明文読

解
調べたことを発表

する 作文 考察と具体的課題

正答率 82.1 92.7 82.9 88.3 79.7 67.5 48.8 49.6

全国平均 74.5 94.5 95.2 82.0 73.3 71.7 56.4 69.7

増減 7.6 -1.8 -12.3 -6.3 6.4 -4.2 -7.6 -20.1 

３年 聞き取り 漢字を読む 漢字を書く
言葉の学

習
物語文読

解
説明文読

解
お話を書く 作文 考察と具体的課題

正答率 78.1 95.2 83.8 80.0 74.3 68.6 62.9 53.3 

全国平均 72.9 95.3 76.8 76.6 71.9 67.7 63.4 51.4 

増減 5.2 -0.1 7.0 3.4 2.4 0.9 -0.5 1.9

４年 聞き取り 漢字を読む 漢字を書く
言葉の学

習
物語文読

解
説明文読

解
調べたことをも
とに文章を書く 作文 考察と具体的課題

正答率 84.3 93.6 77.0 74.7 66.7 73.0 58.1 51.5 

全国平均 82.6 95.7 78.6 71.7 63.7 69.3 47.3 54.7 

増減 1.7 -2.1 -1.6 3.0 3.0 3.7 10.8 -3.2

５年 聞き取り 漢字を読む 漢字を書く
言葉の学

習
物語文読

解
説明文読

解
学校を紹介する新

聞を作る 作文 考察と具体的課題

正答率 74.4 97.4 59.6 67.3 71.8 72.4 56.7 51.4 

全国平均 73.0 94.1 64.0 71.2 74.5 72.2 57.4 53.7 

増減 1.4 3.3 -4.4 -3.9 -2.7 0.2 -0.7 -2.3

６年 聞き取り 漢字を読む 漢字を書く 言葉の学習
物語文読

解
説明文読

解

調べたことをも
とにポスターを

書く
作文 考察と具体的課題

正答率 72.7 84.0 75.3 64.4 74.7 60.0 72.0 54.0 

全国平均 82.7 87.9 75.5 67.7 72.8 64.2 64.4 44.5 

増減 -10.0 -3.9 -0.2 -3.3 1.9 -4.2 7.6 9.5

（２）課題の原因として考えられること

（３）課題解決に向けた方策（取組指標）

（４）次年度の数値目標
国語科
現２年 現５年
現３年 現６年
現４年

80
75

70
70

１　国語科

　全学年を通して、聞き取りの問題・漢字の書き取りに課題がある。また、高学年になると、「物語文読解」「説明文読解」「作文」を苦手としている
児童が多い。

ほぼ全て全国平均より下回っている。特に、漢
字の書き取りと作文が大きく下回っている。
小テストなどを繰り返し行うことで基礎学力の定
着を図っていく。また、個別指導の徹底を図る。

全体的にかなり良いので、日々の日記やICTを
活用した学習を継続して行う。

特に「作文」が全国平均を下回った。行事の後
に作文やお礼の手紙を書かせ、文章を書くこと
に慣れさせる。基礎タイムや宿題でタブレットも
活用し、主述・修飾関係を正しく指導し、習熟さ
せる。

「漢字を書く」が全国平均を下回った。また、「言
葉の学習」も低い。連体修飾語と連用修飾語の
違いが分かっていない。定期的に復習する必要
がある。

「聞き取り」では全国平均を大きく下回った。相
手の意見や考えをくみ取り、自分の意見に反映
させる力に課題があると考えられる。また、問題
文を読まずに思い込みで問題に取り組む児童
が多いことが課題である。

令和６年度目標正答率

　低学年においては、「話す・聞く」「読む」「書く」の基礎が身に付いていないことが一因であると考えられる。高学年においては、「問題を理解する力」（読解力）が
身に付いていないことで、全国平均を下回ったと考えられる。どの学年においても、より丁寧な指導や授業内容の工夫が必要である。

取り組む場面 方策

基礎タイム

家庭学習

・文章の読解プリントに取り組ませ、日常的に文章読解に慣れ親しむようにする。
・タブレット学習を通して、楽しみながら漢字練習や言葉の学習問題に取り組ませる。
・全学年を通して、新出漢字に関しては、漢字の使い方まで丁寧に指導する。
・全学年を通して、週1回の日記に取り組む。

・全学年を通して、自分の考えや感想を書く機会を、授業中に意識的に設けていく。
・全学年を通して、発表する時には、グループやペアでアドバイスをし合うことで、発表や説明の仕方を身に付け
られるようにする。
・全学年を通して、音読の発表や話し合いの様子をタブレットで撮影し、客観的に振り返ることで、よかった読み
方・話し方など改善したいところを見付け、今後の自分の話し方に生かしていけるようにしていく。
・全学年を通して、物語文・説明文は常に叙述に立ち返り、丁寧に読み取りを行う。
・全学年を通して、シンキングツールを使い、情報や思考を整理させることで、自分の考えをまとめやすくする。
・高学年では、文章を読んで、要点や要旨を書かせる。
・高学年では、資料の使用目的や意図について話し合わせるなど、資料について考える場面を設定する。そし
て、必要な情報をもとに、自分の考えをまとめる力を身に付けられるようにする。
・高学年では、新聞を読んで自分の考えや感想を書く時間を設ける。（NIEを授業に組み込む）

・全学年を通して、復習プリントなどで既習事項の定着をはかる。
・高学年においては自主学習を通して、苦手なところや課題点を復習する取り組みを進めていく。

70

授業



（１）結果の概要と問題内容別正答率

４年 市の様子 工場の仕事 買い物調べ
店ではたらく
人

安全なくらし
（火事）

安全なくらし
（事故や事

件）

市の様子や
移り変わり

くらしの移り
変わり

正答率 71.5 75.7 70.1 72.8 68.8 60.3 47.5 61.8

全国平均 72.0 85.0 72.1 73.2 72.5 61.4 52.4 62.8

増減 -0.5 -9.3 -2.0 -0.4 -3.7 -1.1 -4.9 -1.0

５年
都道府県の
様子

くらしを支え
る水

ごみの処理と
利用

自然災害か
らくらしを守る

先人の働き
特色ある地
域の様子

正答率 59.0 65.0 55.0 84.6 39.1 59.6 

全国平均 53.3 60.1 59.9 84.8 35.8 57.7 

増減 5.7 4.9 -4.9 -0.2 3.3 1.9

６年
世界の中の
国土

日本の国土
と人々の暮ら
し

日本の農業
日本の水産
業

日本の食料
生産

自動車をつく
る工業

日本の工業
生産

情報を生かし
た産業

自然環境と
国民生活

正答率 54.7 58.7 60.0 53.0 49.0 70.0 57.0 87.5 56.7 

全国平均 56.3 66.6 60.6 68.3 55.7 87.0 54.7 85.2 53.7 

増減 -1.6 -7.9 -0.6 -15.3 -6.7 -17.0 2.3 2.3 3.0

（２）課題の原因として考えられること

（３）課題解決に向けた方策（取組指標）

（４）次年度の数値目標

社会科

現４年

現５年

現６年

２　社会科

教科全体で見ると、４年、６年は全国平均よりやや下回っている。問題別で見ると、４年生の「工場の仕事」、５年生では「水ごみ
の処理と再利用」、６年生では「日本の水産業」や「自動車を作る工業」などにおいて課題があった。

考察と具体的課題

全体的によくできている。課題としては、年表を読み取る問題に不慣
れだったことと、選択肢形式はよくできているが、用語の穴埋めの問
題に課題が見られた。授業のまとめや振り返りで用語を書かせる必要
がある。

考察と具体的課題

70

70

考察と具体的課題

グラフや表を比較し、違いを読み取ることが課題の児童が多い。
授業の中でグラフや表の読み取り方を丹念に指導していく。
生活経験が乏しく、基本的な用語の意味を理解していない児童
がいるので、ICT機器等を活用して伝えていく。

取り組む場面

授業

方策

４年生
・グラフや表などの資料の読み取りを意識して、授業構成に加える。
・写真について書かれた正しい文を組みわせる問題形式のプリント等を活用して、慣れさせる。

５年生
・授業のまとめや振り返りで用語を書かせる。
・地理学習の際、土地の高低差、鳥瞰図、断面図、標高図などを使い、地図を様々視点から見る活動を行う
必要がある。
・普段の授業から、年表から読み取る活動に慣れさせておく必要がある。

６年生
・授業のまとめや振り返りで大事な用語を落とさず書くようにする。
・都道府県ごとに特徴的な地形や気候などを観点別に整理して振り返りを行う。

問題に出題されるキーワードとなる単語
が十分に理解できていない。
日本の都道府県と地形や天候につい
ての知識に課題が見られる。

中学年は「テスト」として資料の読み取りをする経験が少なく、複数の資料がある中、どれを見れば良いのかよくわからず正しく読み取れない
児童が多い。高学年は、資料で読み取った傾向を「なぜ？」と思考できず、自分事として捉えることができていない。

令和６年度目標正答率

70



（１）結果の概要と問題内容別正答率

２年 １２０まで
の数

たし算 ひき算
３つの数
の計算

かたち 長さ・かさ 時計
えをつかっ

たグラフ

正答率 86.8 91.8 76.0 88.3 75.6 91.3 70.0 81.3

全国平均 88.0 88.0 76.9 93.5 69.6 95.5 74.9 83.8

増減 -1.2 3.8 -0.9 -5.2 6.0 -4.2 -4.9 -2.5

３年 1万までの
数・分数

たし算・ひ
き算

かけ算
三角形と
四角形

はこの形 長さ・かさ
時こくと時
間

ひょうやグ
ラフ

正答率 80.0 81.4 84.8 57.1 74.3 79.3 77.1 82.9 

全国平均 76.0 75.9 79.9 54.7 69.2 80.7 65.2 83.0 

増減 4.0 5.5 4.9 2.4 5.1 -1.4 11.9 -0.1

４年 大きい数・小数・

分数

たし算・ひき

算
かけ算 わり算

□を使っ
た式

円と球・三
角形

長さ・重さ
時こくと時

間
表とぼうグ

ラフ

正答率 80.3 79.4 59.6 77.2 69.6 80.4 59.2 86.0 75.0 

全国平均 78.7 79.6 54.2 75.8 69.0 74.6 57.4 79.3 86.0 

増減 1.6 -0.2 5.4 1.4 0.6 5.8 1.8 6.7 -11.0

５年
億と兆・がい

数の表し方

わり算・計算

のきまり
小数 分数

いろいろな
形

面積
角の大き

さ
変わり方

調べ
簡単な場合につ

いての割合

折れ線グ
ラフと表

正答率 61.2 54.3 62.5 73.1 50.0 46.8 72.1 69.2 70.5 57.1 

全国平均 67.9 61.1 73.8 74.7 67.4 46.7 72.6 76.9 74.3 60.2 

増減 -6.7 -6.8 -11.3 -1.6 -17.4 0.1 -0.5 -7.7 -3.8 -3.1

６年 整数のな
かま分け

分数と小
数

小数の計
算

分数の計
算

多角形と
円・合同

面積
立体と体

積

比例・単位量

あたりの大き

さ
割合

円グラフや帯グ

ラフ・平均

正答率 56.7 63.3 84.5 79.0 64.4 63.0 82.7 68.0 47.0 58.0 

全国平均 64.8 62.0 77.1 66.6 63.5 57.7 87.2 63.7 42.3 49.1 

増減 -8.1 1.3 7.4 12.4 0.9 5.3 -4.5 4.3 4.7 8.9

（２）課題の原因として考えられること

（３）課題解決に向けた方策（取組指標）

（４）次年度の数値目標
算数科 令和６年度目標正答率

現２年 現５年

現３年 現６年

現４年

70

80

70

80

80

全体的に全国平均を下回る結果となった。「いろいろな形」では、分度器のはか
り方や角度の読み取りができない児童が多かった。また、グラフと表では、目盛り
の読み取りや問題の意図の理解ができない児童が多く、今後基礎的な内容に
絞った対策が必要である。

考察と具体的課題

概ね、全国平均を上回る結果となった。特に、分数の計算は高い正答率だっ
た。整数の仲間分けの単元の「奇数についての理解」の問題の正答率が低いた
め、なぜそう考えたのかの説明する文章を書く等、根拠をもって説明することが
できるようにする必要がある。

　これまで、東京ベーシックドリル、基礎タイム等で、「計算」や「思考を問う問題」等幅広い単元に取り組み全体の底上げを行ったため、苦手単元の克服までに
は至らなかった。また、学校全体として同様の取り組みをするのではなく、学年の実態に応じた課題別の復習も必要であった。

取り組む場面 方策

基礎タイム

・全学年を通して、特に苦手分野の東京ベーシックドリルを活用し、指導を繰り返す。
・全学年を通して、思考力を問う問題（文章問題）に数多く取り組ませ、問題に慣れさせていく。
・全学年を通して、ます計算・文章問題プリント等反復練習を行う。
・4年生から6年生では、Scratchを活用し、かたちづくりを行う。
・全学年を通して、eライブラリを活用し復習させる。

家庭学習 ・キュビナの問題に取り組ませる。

・全学年を通してテストやドリルの直し等の時間を充実させ、「なぜ間違えたのか」や「どこを自分が苦手とするか」を考え
させ、次回に生かせるようにする。
・単元のまとめでは、文章題を解く機会を増やし、わからない数を□とする習慣や、数直線の活用をして的確に求める技
能を身に付けさせる。
・出題形式等に慣れていない児童が多いため、学力定着度調査の過去（2年分）の問題に取り組ませる。
・具体物を使って文章問題のイメージをつかませる。
・文章問題に対して立式をするだけでなく、図を使った考えを取り上げ図の良さを実感させる。。

授業

考察と具体的課題

概ね、全国平均を上回る結果となった。特に、時刻と時間の単元は全国平均を１０％以上
上回っており、大きく下回った単元もなく、良好な結果と言える。さらなる向上を目指すた
めに、誤答が多かったものさしの目盛りを読み取る問題や、正方形になる理由を言葉で説
明している問題等を、算数的活動を通して行う。

３　算数科

　算数科では、全国の平均を上回っている学年も多く、これまでの算数少人数指導や基礎タイムでの取組の成果が出てきている。しかし、特
定の単元を大きく苦手としてる学年も多い。学年間の差もやや大きくなっている。

考察と具体的課題

考察と具体的課題

全国平均を下回る結果となった。根本的な原因として、問題の内容を理解できず誤答や
無回答となっていることが多い。また、特に誤答が多かった問題は、「文章問題（求小）を
解くために立式した（２けた）−（１けた）＝（１けた）の式から、正しい答えを求める」問題
だった。直しを徹底する習慣を身に付けさせる必要がある。

概ね、全国平均を上回る正答率となった。多くの単元で全国平均を上回っているが、「表と
棒グラフ」の単元のみ全国平均を１０％以上下回っているのが大きな特徴と言える。「棒グラ
フを読み取り、一番少なかった組を指摘する」問題の誤答が多い。最後まで解答が間に合っ
ていない児童も多いため、表やグラフの良さを実感させると共に、時間の配分を考える指導
もする必要がある。

考察と具体的課題



（１）結果の概要と問題内容別正答率

４年
自然の
観察

植物の
育ち方

昆虫の
育ち方

昆虫の
体

太陽と地
面

光の性
質

風やゴ
ムの働き 音の性質

電気の
通り道

磁石の
性質

物の重さ

正答率 72.5 70.6 57.4 86.8 55.9 67.2 77.9 77.2 32.4 50.5 75.0

全国平均 70.2 72.2 60.8 88.4 50.7 66.4 73.0 80.2 28.7 53.9 78.3

増減 2.3 -1.6 -3.4 -1.6 5.2 0.8 4.9 -3.0 3.7 -3.4 -3.3

５年
植物の
成長

動物の
ようす

天気と気
温

電気の
はたらき

体のつく
りと運動

月と星 物の体
積と力

物の体積
と温度

雨水のゆ
くえと地面

水のす
がた

自然の
中の水

物のあた
たまり方

正答率 83.7 68.3 45.2 53.2 54.8 59.0 54.8 65.4 83.7 41.3 53.8 47.4

全国平均 90.1 77.1 52.3 55.5 62.5 63.0 65.1 71.6 92.5 57.9 70.4 60.9

増減 -6.4 -8.8 -7.1 -2.3 -7.7 -4.0 -10.3 -6.2 -8.8 -16.6 -16.6 -13.5

６年
天気の
変化

発芽と成
長

魚の誕
生

花のつく
りと実

流れる水
の働き

人の誕
生

ふりこの
きまり

物のとけ
方

電流の
はたらき

顕微鏡の
使い方

正答率 62.0 45.3 84.0 54.0 69.3 90.0 36.7 42.7 52.7 34.0 

全国平均 72.5 44.7 85.9 54.9 73.4 83.4 50.5 56.3 60.3 40.1 

増減 -10.5 0.6 -1.9 -0.9 -4.1 6.6 -13.8 -13.6 -7.6 -6.1

（２）課題の原因として考えられること

（３）課題解決に向けた方策（取組指標）

（４）次年度の数値目標
理科

現４年

現５年

現６年

・振り返りシートやeライブラリを活用することで基本的な知識の定着を図る。
・今回明らかになった課題については、プリント形式で問題の解き直しを行い、確実な定着を目指す。

60

60

60

４　理科

考察と具体的課題

「物質・エネルギー」領域に課題がある。量的・関係的に捉える視点を育
成していく必要がある。また、資料を読み取り、考えを記述する問題の正
答率が低い傾向がある。観察や実験の見通しをもちながら実験方法を
考え、結果を考察し言語で表現する力や、得られた結果を生活経験と
結び付けながら応用していく力を身に付けていく必要がある。

　教科全体で見ると、４年生は概ね良好な状況であり、５、６年生において課題があるといえる。問題別で見ると、５年生の「水のすがた」と
「自然の中の水」、６年生の「物の溶け方」と「ふりこのきまり」の単元において課題があった。

令和６年度目標正答率

取り組む場面

授業

家庭学習

方策

・導入を工夫し児童が学習課題を理解するとともに、主体的に学習に取り組めるようにする。
・正しい器具の使い方及び注意点について、その理由と共に繰り返し指導を行う。
・実験や観察をする時にはタブレットPCで記録を残し、結果を繰り返し振り返ることができるようにすることで、知識
の確実な定着を図る。
・実験結果を学習課題と照らし合わせながら、整理・分析した上で考察し、学級全体で言語活動を通じて共有する
ようにする。
・観察が長期に渡るものや、実験の結果が捉えにくいものについては、NHK　for　School等の映像教材を取り入れ
て、理解を深められるようにする。
・各学年の発達段階に合わせた理科の問題解決の流れを教員が共通認識するとともに、児童に視覚的に提示し、
どの単元においても同じ流れで指導を行うようにする。

考察と具体的課題

「昆虫の育ち方」における不完全変態や「磁石の性質」にお
ける極の理解など知識が不十分なために解答できない問題
があった。問題演習に加え、動画などで視覚的に理解させ
る必要がある。また、複数の資料の読解が必要な問題での
無回答が目立った。資料の読み取り方は他教科においても
丁寧に指導を行い、総合的に身に付けるようにする。

考察と具体的課題

教科全体を通して定着が不十分である。基本的
な知識の定着が不十分なために、知識を活用し
て思考する問題の正答率も低くなっている。特
に「水のすがた」「自然の中の水」の正答率が低
いので視覚的、体験的な知識の定着に加え、用
語の理解も深めていく必要がある。

　 観察や実験の前に予想や仮説を 立て、 解決の方法を 発想・ 共有する と と も に、 実験・ 観察の結果を 学級全体で共有し 、 予
想や仮説と 比較し ながら 考察を 考え言語化する と いう 学習の流れが不十分だっ た単元がある 。 ま た、 一部単元については十
分に知識が身に付いていない。



（１）結果の概要と問題内容別正答率

６年
単語の意
味理解

アルファベッ
トの読み

アルファベット

の書き（聞く）
日常会話
の理解

会話全体
の理解

アルファベット

の書き
単語の読
み

英文の完
成

英作文

正答率 76.3 82.0 75.3 79.0 87.0 84.7 89.3 74.0 74.5 

全国平均 78.9 74.7 85.7 76.4 83.6 82.2 84.9 83.2 82.9 

増減 -2.6 7.3 -10.4 2.6 3.4 2.5 4.4 -9.2 -8.4

（２）課題の原因として考えられること

（４）次年度の数値目標
現６年

５　英語

JTEと担任との連携が成果を上げている。「アルファベットの書き（聞く）」「英文の完成」「英作文」「単語の意味理解」全国平均を下
回っているので、課題があると言える。

85

考察と具体的課題

全国平均よ り 上回っ ている も のは、 JTEと 担任と
の連携が成果を 上げている 。 「 アルフ ァ ベッ ト
の書き （ 聞く ） 」 「 英文の完成」 「 英作文」
「 単語の意味理解」 が全国平均を 下回っ ている
ので、 対策が必要である 。

英語の知識と いう よ り 、 問題の答え方に慣れていないと いう 現状がある 。 音声や会話など 、 実用的な場面での活用方法の理解に対
し ては、 授業の中で、 会話を 聞く こ と や活用場面を 想定し たロ ールプレ イ など を 取り 入れたこ と で、 聞く 力が身についてき た。 ア
ルフ ァ ベッ ト など 、 基礎・ 基本の定着が見ら れる が、 英単語の意味を 理解する のが課題である 。 フ ラ ッ シュ カード など を 効果的に
活用し 意味理解度を 上げていく 。

授業

・問題形式に慣れさせるために、英作文等の問題形式の反復練習を行う。
・英単語練習プリントを活用し反復練習することで、絵と単語を一致できるようにする。
・フラッシュカードを使用し、英単語の意味理解度を高めていく。

家庭学習 ・英単語練習プリントを活用し反復練習することで、絵と単語を一致できるようにする。


